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創世記と量子論の統合宇宙論 

第１回 創世記と量子論は矛盾するのか？ 

１．聖書と科学は本当に矛盾しているのか？ 

聖書、とりわけ創世記の１章に記された天地創造の物語は、長いあいだ「科学

と対立するもの」として語られてきました。 

「神が６日で世界を造った」という記述と、「宇宙は約 138 億年前に始まっ

た」という現代宇宙論の説明とを、そのまま同じ次元で比較すると、確かに矛盾

しているように見えるからです。 

しかし、そもそも聖書は、自然科学の教科書として書かれたものではありませ

ん。 

聖書は、世界がいかなる意味と秩序をもって存在しているのか、またその背後

にどのような意志と目的があるのかを語る書物です。 

そのことは、いくつかの代表的な聖句からもはっきりと読み取ることができま

す。 

①「はじめに神は天と地とを創造された」（創世記１・１） 

世界が偶然や必然の連鎖によって自然発生したのではなく、明確な意図と意志

をもって始められたものであること、すなわち世界には意図的な起源があること

を示しています。 

②「わが思いは、あなたがたの思いとは異なり」（イザヤ 55・８） 

世界を貫く設計思想や秩序の原理が、人間の思考や理解の枠を超えた次元に属

するものであることを示しており、世界の構造が人間中心の発想によって説明し

尽くせるものではないことを明らかにしています。 

③「神のなされることは皆その時にかなって美しい」（伝道の書３・11） 

超越的な意志と設計が、決して恣意的や混乱した形で現れるのではなく、時と

順序と配置をもった秩序ある構造として実現されていることを語っています。 

これら三つの聖句はそれぞれ、世界には意図的な起源があり、その設計思想は

人間の理解を超えた次元に属し、しかもそれは秩序と構造とタイミングをもって

具体的な世界として現れている、という聖書の一貫した世界観を示しています。 

言い換えれば、科学は「世界がどのように動いているのか」という仕組みを解

き明かし、聖書は「なぜそのような秩序ある世界が存在しているのか」という意

味と目的を語っているのです。 
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この二つは本来、同じ次元で競合するものではなく、むしろ互いに異なる領域

を補い合う関係にあるのです。 

こうした観点は近年、神学と自然科学の対話を探求する科学神学の分野でも真

剣に取り上げられており、物理学者であり神学者でもあるジョン・ポーキングホ

ーンをはじめ、多くの研究者が科学と信仰の相補性を論じてきました。 

本シリーズは、こうした流れを踏まえながら、創世記の語る世界観と現代物理

学の示す宇宙像との構造的な重なりを探ることを目的としています。 

２．創世記の１章は世界の構造を語っている 

創世記の１章は、世界の成立を「６日間」という枠組みで描いていますが、そ

の主眼は出来事の経過時間を説明することではなく、混沌とした状態に、秩序が

与えられていく過程を示すことにあります。 

そこでは、光と闇、上の水と下の水、陸と海といった区別が次々に与えられ、

さらに種に従う生命の秩序や、日と月による時間の秩序が確立されていきます。 

これは単なる出来事の羅列ではなく、「混沌から秩序へ」という一貫した構造

変化を描く、きわめて文学的かつ神学的な叙述です。 

創世記は「地は混沌であって」（創世記１・２、新共同訳）と語りますが、こ

こで用いられている「混沌」という言葉は、破壊された状態というよりも、まだ

分化も確定もしていない未分化・未確定の状態を指しています。 

この状態は、量子論が示す「重ね合わせ」としての世界像とよく似ています。 

そして、神は「光あれ」（創世記１・３）と言われますが、これは単なる物理

的な光源の創造ではなく、宇宙全体に秩序と方向性と意味を与える、根本的な宣

言であったと理解することができます。 

３．量子論が示す「未確定の世界」とは何か 

現代の量子論は、私たちの日常的な直観とはまったく異なる世界像を示してい

ます。 

量子の世界では、粒子は観測されるまで特定の位置や状態を持たず、複数の可

能な状態が同時に成り立つ「重ね合わせ」の状態として存在しており、観測によ

って初めて一つの状態に確定します。 

また、一度相互作用した二つの粒子は、どれほど離れていても、一方の状態が

測定によって定まると、他方の状態も対応して定まるという「量子もつれ」の現

象も知られています。 

ただし、これは情報が光速を超えて伝達されることを意味するものではなく、

両者が地上界の空間的距離に依存しない相関によって結ばれているという構造的

な事実を示しています。 

これらが示しているのは、世界が最初から「固い物質の集合」として存在して
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いるのではなく、むしろ意味づけや観測という行為を通して形を取る構造をもっ

ているということです。 

ここで重要なのは、量子論が神秘主義を語っているのではなく、世界の深層構

造そのものが、固定された実体ではなく、開かれた可能性の場として存在してい

る事実を記述している点にあります。 

４．創世記の「混沌」と量子の「未確定性」 

創世記の１章は世界の始まりを、「地は混沌であって、闇が深淵の面にあり、

神の霊が水の面を動いていた」（創世記１・２、新共同訳）と描写します。 

この「混沌」とは、形がまだ分かれておらず、働きも確立しておらず、意味も

定まっていない状態を指しています。 

これは、量子論が示す「未確定性」や「重ね合わせ」という概念にきわめて近

い状態です。 

そして神の言葉によって、世界は次第に「区別され」、秩序を獲得していきま

す。 

創世記の１章では、神が創造の各段階において「見て、良しとされた」という

表現が繰り返されますが、これは世界が神の認識、すなわち意味づけによって秩

序が与えられていくという構造を示しています。 

この点は、量子論における「観測が状態を確定させる」という構造と、象徴的

なレベルで深く対応していると言えるでしょう。 

５．科学と聖書の構造的な一致 

ここで、聖書と量子論の核心が交わる地点が見えてきます。聖書は、混沌とし

た状態が神の言葉によって秩序へと移行していく過程を描き、量子論は、未確定

の状態が観測によって確定した状態へと移行する構造を示しています。 

両者は対象も目的も異なりますが、「未確定の状態から意味ある秩序が立ち上

がる」という点で、共通した構造を備えています。 

さらに聖書は、「見えるものは現れているものから出てきたのでないことを、

悟るのである」（ヘブル１１・３）とも語ります。 

これは物質が物質以前の「見えない秩序」から生じたという、きわめて現代的

な宇宙観を示す言葉です。 

量子の世界において、「見えない波」が「粒として観測される」という現象

は、この考え方と驚くほどよく一致しています。 

６．本シリーズが目指すもの 

本連載「創世記と量子論の統合宇宙論」は、第一に、創世記の１章をその原語

と文脈に基づいて読み直し、それが単なる時間的年代記ではなく、「世界の構
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造」を語る書であることを明らかにすることを目指します。 

第二に、量子論や相対論が示す光速度、非局所性、波動性、未確定性といった

現代物理学の成果を整理し、世界の深層構造がどのような性質を持つのかを理解

することを目指します。 

そして第三に、両者の構造的な共通性を見いだし、霊界・量子層・地上界とい

う「世界三層構造」を軸に、聖書と物理学が示す世界像を、一つの統合された論

理として提示することを目標とします。 

創世記と量子論は、互いの領域を侵すものではありません。聖書は世界の意味

と秩序を語り、科学は世界の仕組みと法則を語ります。 

両者はそれぞれ異なる次元から真理を探求しながら、世界の本質が決して単純

ではないことを、ともに示しているのです。 



創世記と量子論の統合宇宙論 

— 5 — 

 

第２回 創世記１章の逐語分析：混沌・光・分離とは何か？ 

１．創世記１章は秩序化の過程を描いている 

創世記の１章は、世界がどのように始まったかを表面的に描いた記述ではな

く、神が宇宙にどのような秩序を与えたかを、象徴的かつ神学的に示していま

す。 

そのため、創世記の１章を理解するとき、そこに描かれた秩序化の過程こそが

重要であり、その逐語分析は、現代物理学が語る宇宙の構造と深く重なっていき

ます。 

今回は、とくに１章１〜４節に焦点を当て、混沌、光、分離という三つのテー

マを取り上げます。 

２．「はじめに神は天と地とを創造された」 

創世記の１章１節は、「はじめに神は天と地とを創造された」と語ります。 

ここで使われるヘブライ語の「天（シャーマイム）」と「地（エレツ）」は、

単なる空と地面を意味するにとどまらず、目に見えない高次の領域と目に見える

物質的な領域という、より包括的な概念として用いられていると理解することが

できます。 

これは、後に展開されるすべての創造行為の大枠をなすものであり、宇宙にお

ける二つの次元、すなわち目に見えない領域と目に見える領域が、ここで初めて

明確に区別されたことを意味します。 

申命記に「天と、もろもろの天の天、および地と、地にあるものとはみな、あ

なたの神、主のものである」（申命記 10・14）とあるように、聖書における

「天」とは、単なる空や物理的な天空だけではなく、目に見えない高次の存在領

域をも含む広い概念として用いられています。 

創世記の１章１節は、神がまず世界全体の基本的な枠組みを定めたことを宣言

する箇所であり、宇宙の二層構造の基礎がここで置かれています。 

３．「地は形なく、むなしく」 

次の１章２節は、「地は形なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神の霊

が水のおもてをおおっていた」と語ります。 

この「形なく、むなしく」と訳される「トーフー・ボーフー」は、秩序が付与

されていない状態、未分化の可能性の場という意味を持ちます。 

これは、混乱や破壊された状態ではなく、いまだ確定していない潜在的世界で

す。 
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「トーフー・ボーフー」という表現は、創世記以外にも聖書の中で用いられて

おり、いずれも「形なく定まらぬ状態」「秩序を欠いた空虚な広がり」を意味し

ています（イザヤ 34・11、エレミヤ 4・23 参照）。 

このことから、創世記１章２節の「混沌」が単なる文学的表現ではなく、宇宙

の初期状態を神学的・構造的に描写した言葉であることが確認できます。 

現代物理学が示す量子の状態は、確率として広がっているが、まだ粒として確

定していないという特徴を持ちます。この構造はヘブライ語の「トーフー・ボー

フー」のイメージと驚くほど近いものです。 

つまり創世記の１章２節の世界は、まだ形や区別を持たず、確定した物質状態

にも移行していない、量子的未確定領域として理解できます。 

「神の霊が水のおもてをおおっていた」という描写は、この未確定な世界の上

に、すでに神の意志と働きが及んでいたことを示しており、世界が秩序を与えら

れる直前の、静かな緊張に満ちた瞬間を表しています。 

４．「光あれ」 

次の１章３節で神は「光あれ」と言われ、光が生じます。この光は、太陽の光

ではなく、宇宙の秩序そのものの生成を象徴するものです。 

現代物理学では、光速度は宇宙の因果構造そのものの基準となっており、物質

の存在、時間の流れ、空間の広がり、そして情報の伝達はすべてこの限界の内側

で成立しています。 

光速度は単なる「最大の速さ」ではなく、宇宙における秩序が成立する境界線

そのものです。 

光は宇宙の構造を規定する絶対的基準であり、創世記の“光”はまさにそれに相

当します。 

「神はその光を見て、良しとされた」（創 1:4）という言葉は、光によって宇

宙が秩序を持ち、目的にかなうものとして成立したことを示しています。 

この光の創造は、未確定の状態にあった世界に対して、秩序と時間と方向性を

与える行為でした。 

言い換えれば、「光あれ」とは宇宙の法則と基準の設定であり、世界がどのよ

うな秩序のもとで存在するかが定まったことを象徴しています。 

５．「分ける」という行為 

創世記の１章４節の後半には「神はその光とやみとを分けられた」とありま

す。 

この「分ける」（バダル）は、単なる区分ではなく、異なる本質を持つ領域を

分離し、それぞれに固有の働きを与える行為です。 
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ここで初めて、光の影響を受ける領域とそうでない領域が分けられ、宇宙は二

層構造を持ちはじめます。 

その後、天と地、上の水と下の水、昼と夜といった分離が繰り返されますが、

これらはすべて、世界が秩序ある形へと構造化されていく過程を示しています。 

量子論において、波の状態だったものが観測によって一つの確定した状態へと

定まっていくように、創世記１章に記録された「分ける」という行為と、神がそ

れを「見て、良しとされた」という記述は、未分化な可能性の状態が、神の認識

と承認によって、秩序ある世界として確定されていくプロセスを示していると言

えます。 

６．混沌・光・分離は三層宇宙論の基礎である 

創世記の１章の最初の数節に描かれた「混沌（未確定）」「光（秩序の基

準）」「分離（構造化）」という三つの要素は、本シリーズで扱う“霊界・量子

層・地上界”という世界の三層構造を理解するための核心です。 

未確定の混沌が光によって秩序化され、その秩序が分離を通して構造を持つ。 

この三段階は量子の世界が示す構造とも深く呼応しており、創世記の創造物語

は、単なる古代の伝承ではなく、宇宙の本質に迫る象徴的叙述であることが分か

ります。 
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第３回 光速度は宇宙を二分する境界 

１．なぜ光速度（光の速度）が世界の構造を決めるのか 

創世記の１章において、神が最初に創造したとされるのは「光」であり、「光

あれ」という宣言とともに世界の秩序は始まりました。 

この光は、単なる可視光やエネルギーではなく、宇宙全体の基準となる秩序の

源として描かれています。 

現代物理学が明らかにした光速度の役割を踏まえるなら、創世記の光が象徴す

る意味はさらに深まります。 

光速度は、物質が存在し、情報が伝達され、時間が流れる世界の限界であり、

神が造られた宇宙の構造そのものに直結する基準線です。 

本稿では、光速度の意味を相対性理論と聖書の視点の両方から捉え直し、霊界

と地上界がどのように区別されるのかを考察します。 

２．特殊相対性理論が示す「光速度の絶対性」 

アインシュタインの特殊相対性理論が示した最も衝撃的な事実の一つは、「光

の速度が宇宙の絶対的な上限である」という点です。 

どれほどエネルギーを与えても、質量を持つ物体は光速度に達することができ

ず、光速度を超えることは絶対に不可能とされます。 

光速度は、単なる物理的な数値というだけではなく、宇宙がどのような構造を

もって成立しているかを定める基本的な基準そのものです。 

時間の流れも、空間の伸び縮みも、この光速度を基準として決まり、すべての

物理現象はこの限界を前提として働きます。 

光速度は、宇宙の内側で働くすべての存在が従わなければならない普遍的な基

準であり、創世記における光の創造が象徴する意味と非常に深く結びついていま

す。 

３．光速度を超える領域は因果律が成立しない世界 

光速度を境にして、世界はまったく異なる性質を持つ領域に分かれます。 

光速度以下では、因果関係が成立し、時間には前後があり、熱や情報は必ず一

方向に流れます。 

特殊相対性理論が示すところでは、光速に近づくほど時間の遅れと空間の収縮

が極限に達し、光速そのものは有限の物体が到達できない境界となっています。 

光速を絶対的な基準として見るとき、その外側、すなわち光速度に制約されな
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い領域では、因果律の意味が根本的に変わります。時間の前後、距離に依存した

影響の伝達といった地上界の原則は、もはや適用されません。 

本シリーズでは、このような光速度の外側の性質を持つ領域を「非時間的領

域」と呼ぶことにします。これは、聖書が語る霊の世界の特徴と非常によく一致

します。 

聖書は「神の国は、見られるかたちで来るものではない」（ルカ 17:20）、

「主にあっては、一日は千年のようであり、千年は一日のようである」（ペテロ

の第二の手紙 3:8）と語り、霊的領域が時間の制約を受けない世界であることを

示唆します。 

４．霊界を光速度を超える世界として位置付ける 

創世記の光の創造を世界に基本的な秩序と枠組みが与えられた出来事と見るな

ら、霊的領域は光速度の外側──つまり光速度によって規定される物理法則の外

側に存在する世界として理解できます。 

霊的領域における神の働きは、地上の物理的な距離や空間配置に制約されませ

ん。 

聖書は、「主は言われる、人は、ひそかな所に身を隠して、わたしに見られな

いようにすることができようか。主は言われる、わたしは天と地とに満ちている

ではないか」（エレミヤ 23・24）と語り、神の臨在が場所や距離に縛られない

ことを明らかにしています。 

光速度以上の領域では、時間や空間が直線的な秩序を保たないという物理的特

徴がありますが、これは、祈りや霊的作用が距離を超えて届くという体験的現実

とも一致します。 

つまり霊界は、光速度の枠組みを超える非時間的・非局所的世界として理解す

ることができ、特殊相対性理論の枠内でも矛盾せずに位置付けることが可能で

す。 

もちろん、「霊界が光速を超える領域に存在する」というのは、現行の物理学

が実証した命題ではなく、光速度の構造的な意味を手がかりに霊界の性質を理解

しようとする、神学的・類比的な論述です。 

しかし、両者が同じ言語で対話できる構造的な共通点を持つという洞察は、信

仰と科学の対話にとって有益な視座を提供します。 

５．地上界は光速度以下で動く世界であり、物質・時間・空間が支配

する 

一方、地上界は光速度がすべての法則の基準となる世界です。すべての物質は

光速度以下で移動し、時間は一方向に流れ、因果律は厳密に成立します。 

「天が下のすべての事には季節があり、すべてのわざには時がある」（伝道の
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書 3:1）という言葉が示すように、地上界は時間の中に存在し、物質的制約の中

で働く世界です。 

聖書が語る地上界の制限は、光速度以下の世界の特徴と完全に一致し、人間の

身体、物質、歴史はこの法則の中で動いています。 

しかし、人間には心があり、霊的なものへのアクセスも可能です。これは地上

界が光速度以下の物質世界でありながらも、霊的領域との接点を持つように造ら

れていることを示しています。 

６．「光あれ」は境界線の創造であり、宇宙の二分構造の始まり 

創世記における「光あれ」は、単に光源の創造やエネルギーの発生を意味する

だけではありません。 

むしろこの言葉は、光速度を宇宙の基準線とし、それによって二つの世界を分

ける構造の創造を意味しています。 

光速度以下の物質世界（地上界）と、光速度を超える霊的世界（霊界）という

二つの領域の境界が、ここで初めて確立されたと理解できるのです。 

「神はその光を見て、良しとされた」（創 1:4）という言葉は、光という基準

が、世界の秩序を形づくる出発点として置かれたことを神が良しとされたという

意味を持ち、ここで定められた基本的な基準のもとで、世界の構造が組み立てら

れていくことを象徴しています。 

この境界線こそが、人間の存在が霊と肉、心と体の二重構造である理由であ

り、祈り、霊的作用、量子もつれのような現象の理解にも深く関わっています。 

７．光速度は被造世界の構造を規定する基準 

光速度は、地上世界の物理法則の成り立ちに深く関わり、霊界との境界を画す

る、被造世界の構造を規定する根本的な基準です。 

「光あれ」とは、神が宇宙に秩序を与え、霊界と地上界を分け、人間を霊と肉

の二重構造をもつ存在として造られるための、根本的な枠組みが定められた決定

的な瞬間でした。 

光の創造は、世界の三層構造（霊界・量子層・地上界）の基礎を築き、現代物

理学が明らかにした光速度の重要性と深く調和しています。 
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第４回 世界の三層構造（霊界・量子層・地上界） 

１．世界は二層では理解できない 

これまでの回では、光速度を基準とした霊界と地上界の分離を確認してきまし

た。 

光速度を超える領域は非時間的で非局所的な霊的世界であり、光速度以下の領

域は物質・時間・空間の制約を受ける地上世界です。 

しかし、この二つの世界だけでは説明しきれない現象が存在します。その一つ

が量子論の示す波と粒の二重性であり、もう一つが「量子もつれ」と呼ばれる非

局所的な相関です。 

これらの現象は地上界の物理法則だけでは説明できず、霊界の非局所性だけで

も説明しきれません。 

そこで本稿では、霊界と地上界の間に位置する第三の層─量子層─が必要であ

る理由を明確にし、世界の三層構造の全体像を提示します。 

２．霊界─非局所・波主体・無形の世界 

聖書が語る霊的世界は、時間の制約を受けず、距離にも束縛されない領域とし

て描かれます。「千年は一日のようである」（ペテロの第二の手紙 3:8）という

言葉は、霊界の非時間的特性を象徴しています。 

また「風は思いのままに吹く。あなたはその音を聞くが、それがどこからき

て、どこへ行くかは知らない。霊から生れる者もみな、それと同じである」（ヨ

ハネ福音書 3:8）という表現は、霊が形を持たない非物質的存在であることを示

します。 

霊界は非局所的で、波のように広がり、同時的に働く性質を持った世界です。 

光速度を超える領域が因果律に縛られない非時間的世界であることを考える

と、霊界はまさにこの領域に対応します。 

霊の働きは、地上の距離や時間によって妨げられず、人の祈りが遠く離れた人

に影響するように、非局所的な性質を持っています。 

霊界はこの宇宙の根底で働く波の領域であり、すべての存在に意味と方向性を

与える基層です。 

３．地上界─局所・粒主体・有形の世界 

これに対して地上界は、物質、距離、時間の制約によって成り立つ世界です。 

すべての物質は光速度以下で移動し、因果律は厳密に成立し、時間は常に一方
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向に流れます。 

「天が下のすべての事には季節があり、すべてのわざには時がある」（伝道の

書 3:1）という言葉が示すように、地上界は秩序ある時間構造の中に存在しま

す。 

私たちの身体、物質、歴史、社会はこのルールの中で働いています。 

粒子は局所的な存在であり、位置と運動量が定まっており、空間の特定の一点

を占めます。 

この世界では、目に見える有形の現実が優勢であり、心や霊の影響は直接見え

ません。 

地上界は光速度以下の物質的世界であり、粒の性質を主体とした局所的な層で

す。 

４．量子層─二つの世界をつなぐ境界面 

霊界と地上界には大きな違いがありますが、その二つが完全に断絶しているわ

けではありません。 

その中間に存在するのが量子層です。量子の世界では、粒と波が同時に存在

し、観測されるまでは確率として広がる波動性を持ちながら、観測されると粒と

して確定します。 

この曖昧な存在形態は、霊界と地上界の性質が重なり合う境界の領域として理

解できます。 

さらに「量子もつれ」の現象は、二つの粒子がどれほど離れていても瞬時に影

響しあうというもので、これは霊界の非局所性に近い特徴です。 

しかし同時に、それらの粒子は地上世界の物質として観測されるため、物質的

実在にも属しています。 

この二重性は、霊界と地上界をつなぐ橋のような働きをしており、量子層が世

界の中で独自の役割を持つことを示しています。 

５．なぜ世界は三層でなければ説明できないのか 

もし世界が霊界と地上界の二層だけで構成されているとするなら、霊的現象と

物質的現象がどのように結びつくのかを説明することは困難になります。 

霊界は非物質的であり、地上界は物質的であるため、両者が直接相互作用する

にはあまりにも性質が違いすぎます。 

しかし、量子層を中間領域として位置づけるなら、霊界と地上界の関係は合理

的に説明できます。 

霊界は波としての広がりと非局所性を持ち、地上界は粒としての局在性を持ち

ますが、量子層はその両方の性質を合わせ持っているからです。 
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祈り、直観、霊的インスピレーション、量子もつれなど、距離を超えて働く力

は、この中間層を介することで自然に説明できます。 

比喩的に言えば、純粋に霊的な領域と純粋に物質的な領域が直接接触するため

には、異なる性質をもつ二つの領域を橋渡しする「変換の層」が必要です。 

変圧器が異なる電圧の回路をつなぐように、量子層は霊界の非局所的・波動的

な働きを、地上界の局所的・粒子的な現実へと「翻訳」する役割を担っていると

理解できます。 

世界が三層で構成されているという理解は、聖書的視点と科学的視点の双方か

ら見ても、矛盾なく説明することができます。 

６．量子論が示す中間層の必要性 

量子論は、物質が本質的に波と粒の二重性を持つことを明らかにしました。 

この二重性そのものが、霊的領域と物質的領域の橋渡しを象徴しています。 

量子状態は観測されるまでは未確定であり、霊的影響を受ける余地を持つ可能

性の場として存在し、観測されると物質世界の確定した状態へと移行します。 

この構造こそが、霊界と地上界が互いに影響を与えるための媒介として働く根

拠となります。 

霊界の非局所的作用は量子層を通して地上界に投影され、地上界の働きは量子

層を通して霊界に接続します。 

「見えるものは現れているものから出てきたのでないことを、悟るのである」

（ヘブル 11:3）という聖書の言葉は、この三層構造の働きを象徴しています。 

量子層は見えない情報と見える物質の橋であり、世界を三層として理解するた

めには欠かすことができません。 

７．世界三層構造は霊・量子・物質を統合する鍵である 

霊界、量子層、地上界の三層構造は、創世記の啓示と現代物理学の知見を統合

する上で不可欠な枠組みです。 

霊界は非局所的な波の世界であり、地上界は局所的な粒の世界であり、量子層

はその二つをつなぐ境界面として存在します。 

この三層を前提とすることで、祈り、直観、霊的作用、量子もつれなど、これ

まで別々に扱われてきた現象が、一つの体系の中で理解できるようになります。 

この三層構造は、物理的世界の説明原理にとどまらず、聖書神学の深い構造と

も一致しています。 

聖書は、神と人とのあいだに「仲保者」としてキリストが立つことを明確に語

っています。 

「神は唯一であり、神と人との間の仲保者もただひとりであって、それは人な
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るキリスト・イエスである」（テモテへての第一の手紙 2.5）という言葉は、超

越的な神と被造世界である人類とが、直接ではなく、媒介者を通して結ばれてい

るという構造を示しています。 

また、「御子は、見えない神のかたちであって、すべての造られたものに先だ

って生れたかたである」（コロサイ人への手紙 1.15）とあるように、キリスト

は、見えない神の次元と、見える被造世界とにまたがる存在として位置づけられ

ています。 

この「父なる神―キリスト―人類」という三項構造は、霊界・量子層・地上界

という三層構造と、役割の上で構造的な類比をなしていると見ることができま

す。 

もちろん、この対応は象徴的・類推的なものであり、キリストの位格や救済論

的意義を宇宙論的な「層」に置き換えて理解するものではありません。 

しかし、超越者と被造界とのあいだに媒介の存在が必要であるという構造が、

神学と物理学の双方に共通して現れているという点は、注目に値します。 

量子層が霊界と地上界を媒介する中間層として機能するように、キリストもま

た、神と人とを結ぶ仲保者として両者をつなぐ存在として立っているのです。 

もちろん、量子層とキリストとを同一視することはできません。 

しかし、「超越的次元」と「被造世界」とのあいだには、必ず媒介の層が必要

になるという構造そのものは、物理の世界にも、神学の世界にも、共通して現れ

ていると言えるでしょう。 

世界の三層構造は、霊と物質、信仰と科学を無理に混同するための図式ではな

く、むしろ、それぞれの領域がどのような秩序と関係のもとに結ばれているか

を、統一的に理解するための視座を与えてくれるものです。 
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第５回 量子世界：波と粒の二重性が示す境界の論理 

１．量子は二層世界をつなぐ鍵である 

前回までの記事で、世界は霊界・量子層・地上界という三層構造を持つことを

示してきました。 

その中でも、量子層は最も謎に満ちた領域であり、波と粒という二つの性質を

併せ持つことで、霊界（波）と地上界（粒）の橋渡しをする役割を果たしている

と理解できます。 

この波と粒の二重性は単なる物理現象ではなく、世界の深層にある二重構造そ

のものを映し出しています。 

創世記の１章が語る「混沌から秩序への移行」「光による境界の確立」といっ

たテーマと、量子論の二重性は驚くほど調和しており、量子世界は霊界と地上界

の境界に位置する存在として理解できるのです。 

２．観測問題─波から粒へ移行する意味付けのメカニズム 

量子の世界で最も不思議な現象の一つが「観測問題」です。二重スリット実験

に代表されるように、電子や光子は観測される前は波として広がっているのに、

観測された瞬間に粒として振る舞います。 

つまり、観測は単に見るという行為ではなく、未確定の状態に意味付けを行

い、確定した形へと落ち着かせる働きを持っています。 

なお、この「観測問題」の解釈は現代物理学の中でもいまだ統一的な結論に達

しておらず、コペンハーゲン解釈をはじめ、量子デコヒーレンス理論など複数の

見方が並立しています。 

本稿は特定の解釈を物理学的正解として採用するのではなく、「観測という行

為が量子の状態を確定させる」という現象の構造そのものに注目し、そこに聖書

的な世界観との対応を見いだすものです。 

これは創世記において神が世界に「区別」を与え、「見て、良しとされた」と

言われる構造と深い共通性を持っています。 

神の言葉によって未分化の混沌が秩序ある世界へと転換するのと同じように、

観測という行為は、波動状態の量子に対して、状態を確定する意味付けを行いま

す。 

量子の波が粒に変わる瞬間は、霊的な秩序が地上世界の物質へと反映される過

程の縮図と考えることもできます。 

３．波と粒の二重性─霊界（波）と地上界（粒）の構造を反映 
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量子は波であり、同時に粒でもあります。この二重性は、霊界と地上界という

二つの世界の構造的な対応関係を反映していると考えることができます。 

霊界は非局所性と波動性をもつ広がりの世界であり、地上界は局所性と粒子性

をもつ確定の世界です。 

量子はこれら二つの性質を併せ持つため、霊界と地上界の中間に位置する両世

界の写し鏡のような存在になります。 

聖書は「見えるものは現れているものから出てきたのでないことを、悟るので

ある」（ヘブル 11:3）と語り、物質世界が目に見えない領域によって支えられて

いることを示唆しますが、この構造は量子の二重性と非常に親和性があります。 

波動性は霊的世界の広がりと相関し、粒子性は地上世界の確定した物質性を象

徴し、量子はその両方の性質を同時に持つことで、世界の二重性そのものを体現

しているのです。 

４．量子は両世界の接続点 

量子の二重性は、霊界と地上界の接続を説明する上で重要な役割を果たしま

す。 

霊界の非局所的作用が地上界に反映されるためには、両者を結ぶ媒介が必要で

す。量子はこの媒介として最適な存在です。 

観測されるまでは波であり、観測されると粒として現れるという量子の性質

は、霊的な作用がまず量子の場に働きかけ、その影響が物質世界において具体的

な結果として現れるという構造を、無理なく理解するための手がかりを与えてく

れます。 

地上界の視点から見ると、祈りや霊的な働きが距離を超えて影響を及ぼすよう

に見えるのも、量子層が非局所的な情報を扱い、それを地上界に投影する橋渡し

を行っているためだと理解できます。 

量子は、霊界にある見えない内容や働きが地上界で具体的な形を取るための接

点であり、両世界の境界に位置する「翻訳者」のような役割を果たしています。 

５．波動関数の広がりと霊的非局所性の相似性 

波動関数は、量子がどこに存在し得るかという可能性の広がりを記述するもの

です。 

これは実体的な広がりではなく、量子がどのように振る舞い得るかを示す数学

的構造ですが、その性質は霊界の非局所的働きと重なります。 

霊界の作用は、距離や時間の制約を受けずに広がり、同時的に働きます。波動

関数も同じように、空間を同時的な広がりとして扱い、量子は観測されるまでど

の位置にも存在し得るのです。 

この非局所的性質は、波動関数が持つ広がりの構造が霊界の非局所的働きと構
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造的に重なっていることの傍証と見ることができ、霊界と量子層がある共通の性

質を持つ可能性を示唆します。 

もし、霊界の働きが量子層に反映され、そこで量子の状態に影響を与えるのだ

とすれば、地上界において粒子が一つの状態に定まるという現象は、その影響が

物質世界に具体的な形となって現れた結果と考えることができます。 

つまり、粒子の「確定」とは、見えない霊界の働きが、地上の世界に姿を現し

た出来事と言えるのです。 

６．量子の二重性は世界の二重構造そのものを映し出す 

量子世界の二重性は、単なる物理的なトリックではなく、世界が霊界と地上界

という二層の現実から構成されているという構造を映し出したものです。 

観測によって波が粒となる現象は、未確定の霊的な可能性が地上の現実として

具現化するプロセスと共通しており、量子は両世界の接続点として働いていま

す。 

波動関数の広がりは霊界の非局所性と重なり、二重性は霊と肉の二性性を映す

鏡のようです。 

聖書は霊的秩序という観点から世界の意味を語り、現代物理学は量子の構造と

いう観点から世界の成り立ちを解き明かそうとしています。 

表現もアプローチも異なりますが、世界の根底にある構造を見つめるところま

で進むと、両者は互いに無関係ではないことが見えてきます。 
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第６回 量子もつれ：地上界の距離を超越する縦の関係 

１．量子もつれは世界の深層構造を暴く現象である 

量子論の中でもっとも直観に反し、人間の理解を超えているとされる現象が

「量子もつれ」です。 

アインシュタインでさえ、これを「不気味な遠隔作用」と呼びました。 

二つの量子が一度相互作用をもつと、どれほど離れていても、一方の状態が定

まると他方の状態も対応して定まるという現象は、私たちが日常世界で経験する

物理的距離や時間の感覚では説明できません。 

私たちが日常的に経験している物理世界では、原因と結果は、空間の中を距離

と時間をかけて伝わっていくものとして理解されています。 

このような、地上界（物質世界）の内部で、距離と時間を介して横方向に広が

っていく因果関係を、ここでは「横の関係」と呼ぶことにします。 

古典物理学は、この「横の関係」、すなわち距離が離れるほど影響は弱まり、

作用は時間をかけて伝わるという前提の上に築かれてきました。 

しかし、量子もつれの現象は、この前提では説明することができません。 

つまり、古典物理学は距離によって影響が弱まるという「横の関係」を前提と

してきましたが、量子もつれは、その前提そのものを揺さぶる現象なのです。 

この不思議な現象は、世界が霊界・量子層・地上界という三層構造によって成

り立つという視点に立つとき、新たな意味をもって理解されます。 

本稿では、量子もつれを「縦の関係」の現れとして捉え直し、霊界の構造との

相似性を明らかにします。 

２．非局所性─距離に依存しない相関が示すもの 

量子もつれの最も重要な特徴は非局所性です。二つの粒子がもつれている状態

では、片方を測定すると、もう片方がどれほど離れていても、それに対応した状

態が現れます。 

これは距離に依存しない相関が現れるという性質を意味しており、光速度を因

果伝達の限界とする古典物理学の枠組みからは直観的に理解しにくい振る舞いで

す。 

ただし、量子もつれにおいて情報が光速を超えて転送されるわけではなく（ノ

ーコミュニケーション定理）、あくまでも「状態の相関」が距離に依存しないと

いう事実を示すものです。 

私たちがいる地上界では、因果律は光速度に従い、情報は光より速く伝達され
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ません。 

しかし、量子もつれは、そのような古典的な枠組みでは説明できない振る舞い

を示します。 

非局所的相関は、物質が本質的に地上界の枠組みとは異なる次元の影響を受け

ていることを示しており、霊界と量子層のつながりを理解する鍵となります。 

３．「縦の関係」とは何か 

これまで見てきたように、地上界の物理世界では、原因と結果は距離と時間を

介して伝わる「横の関係」によって結びついています。 

しかし、世界が霊界・量子層・地上界という三層構造を持つと考えるなら、そ

こにはもう一つの関係の軸、すなわち異なる次元同士を貫いて働く「縦の関係」

が存在すると考えることができます。 

「縦の関係」とは、地上界の空間を横に移動して作用が伝わるのではなく、階

層の異なる世界を上下に貫いて働く関係のことです。 

そこでは、距離や位置といった地上界の条件は、本質的な制約になりません。

「横の関係」が「同じ世界の内部での因果関係」であるのに対し、「縦の関係」

は「異なる次元をまたいで働く関係」と言うことができます。 

４．なぜ「横の関係」だけでは量子もつれの現象を説明できないのか 

地上界の物理法則は、原因と結果が距離と時間をかけて伝わっていくという

「横の関係」を前提としています。 

距離が離れれば影響は弱まり、相互作用には何らかの媒介が必要になる、とい

うのが基本的な考え方です。 

しかし、量子もつれの現象では、二つの粒子がどれほど離れていても、一方の

状態が定まると他方の状態も対応して定まるという、距離に依存しない相関が現

れます。 

この現象は、地上界の「横の関係」だけを前提とする枠組みでは、どうしても

説明がつきません。 

もし世界が地上界の横方向のつながりだけで構成されているのなら、このよう

な振る舞いは原理的に起こり得ないはずだからです。 

５．量子もつれは「縦の関係」として理解できる 

しかし、世界が三層構造を持ち、地上界の背後に、距離や位置といった制約を

受けない上位の次元が存在すると考えるなら、量子もつれの現象はまったく違っ

た姿を見せてきます。 

二つの粒子は、地上界の空間を通して横につながっているのではなく、量子層

や霊界という縦方向の次元を介して結びついている、と考えることができるので
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す。 

その場合、地上界における距離は本質的な意味を持たず、距離に依存しない相

関が現れることも、構造的には十分に理解可能になります。 

量子もつれとは、地上界の横の因果関係の枠を超えて、「縦の関係」が物理現

象の中に表れる一つの徴候と見ることができるのです。 

６．霊界は「縦方向の次元」である 

聖書は、霊界を地上の空間的距離や時間の流れに支配されない領域として描い

ています。 

「千年は一日のようである」（ペテロの第二の手紙 3:8）、「わたしは天と地

とに満ちているではないか」（エレミヤ 23:24）といった言葉は、霊的領域が地

上界の時間や空間の制約を超えた次元であることを示唆しています。 

この意味で、霊界は地上界と横に連なって広がる世界ではなく、階層の異なる

「縦方向の次元」として存在していると理解することができます。 

もしそのような次元が実在するなら、量子もつれのような現象が、地上界の距

離概念に縛られずに現れることも、世界の構造として無理なく位置づけることが

できます。 

７．量子もつれは「縦の関係」を象徴する現象 

量子もつれは、地上の物理的距離を超えて働く「縦の関係」を象徴する現象で

す。 

地上世界の横方向の因果では説明できない非局所性は、霊界の非時間的・非局

所的次元が存在することを示唆しており、量子もつれはこの霊界の特徴が物質世

界に反映されたものと理解できます。 

霊界と地上界をつなぐ中間層として量子層が存在するからこそ、二つの粒子は

地上界の「横の関係」を経由することなく、距離に依存しない相関を示すことが

できるのです。 

この視点は、創世記の光による分離と、霊と物質の二重構造を統合的に理解す

る鍵となります。 
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第７回 祈りの原理と量子もつれの現象 

１．祈りは「縦の関係」を成立させる行為である 

祈りとは、単に願い事を口にする行為ではありません。祈りは、地上界に生き

る人間が霊界の神に向かって心を開き、その働きが再び地上界の現実に反映され

るという、「縦の関係」を成立させる行為です。 

聖書は祈りを「わたしの祈を、み前にささげる薫香のようにみなし」（詩篇

141・2）と語り、地上界から霊界へ向かう働きを描いています。 

また、「あなたの祈は聞きいれられ」（使徒行伝 10・31）という言葉は、祈

りが霊界に届き、そこからの働きが再び地上界に及ぶという構造を示していま

す。 

本稿では、祈りを霊界・量子層・地上界という三層構造の中に位置づけ、「縦

の関係」として捉え直すことで、祈りが現実に作用する仕組みを明らかにしま

す。 

●「縦の関係」：霊界・量子層・地上界という異なる次元を貫いて働く関係 

●「横の関係」：地上界で距離と時間を介して伝わる因果関係 

２．祈りとは「縦の関係」を通して成立する働きである 

祈りの本質は、地上界にいる人間が霊界の神へと心を向けることによって、

「縦の関係」が成立する点にあります。 

祈る人の心は、地上界の物理的条件に閉じたものではなく、霊的領域へと向か

って開かれます。 

そして、「天にいますわれらの父よ」（マタイ 6・9）と呼びかけられる神との

関係の中で形成された働きが、再び地上界へと及びます。 

「求めよ、そうすれば、与えられるであろう」（マタイ 7・7）という言葉が示

しているのは、地上界の「横の関係」ではなく、霊界との「縦の関係」を通して

結果がもたらされるという構造です。 

祈りとは、地上界の内部で完結する行為ではなく、霊界と地上界を貫く「縦の

関係」によって成立する働きなのです。 

３．祈りの結果は地上界の「横の関係」の中に現れる 

祈りによって霊界との「縦の関係」が成立すると、その働きは最終的に地上界

の現実に現れます。 

病の癒し、人間関係の回復、心の平安、導き、あるいは偶然とは思えない出来
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事など、祈りの結果は地上界の因果関係の中で経験されます。 

しかし、それらは地上界の「横の関係」だけから生じたものではありません。 

起点は霊界との「縦の関係」にあり、その働きが地上界の「横の関係」の中に

反映された結果として現れるのです。 

したがって、祈りの結果は、地上界の「横の関係」の中に現れた「縦の関係」

の反映と言うことができます。 

４．「縦の関係」と「横の関係」はどのように整合するのか 

世界が霊界・量子層・地上界という三層構造を持つと考えるなら、祈りの働き

はきわめて整合的に理解できます。 

祈る人と祈られる人との関係は、地上界の「横の関係」として存在します。 

しかし、祈りそのものは霊界との「縦の関係」を通して成立し、その結果が地

上界の「横の関係」の中に現れます。 

この構造は、量子もつれがなぜ私たちにとって理解しがたい現象として映るの

かを、よく示しています。 

私たちはふだん、地上界における距離や位置といった「横の関係」だけを手が

かりに世界を観測していますが、量子もつれは、その枠組みでは捉えきれない振

る舞いを示します。 

しかし、粒子同士が地上界の距離に依存しない関係を、より高次の「縦の関

係」の中で結んでいると考えるなら、その相関が最終的に物質世界の現象として

現れることも理解可能になります。 

この点で、量子もつれの構造は、祈りが「縦の関係」を通して成立し、その結

果が地上界の現実として現れるという構図と、はっきりと対応しています。 

このように、「縦の関係」と「横の関係」という二つの軸を区別して考えるこ

とで、霊的な働きがどのようにして地上界の現実として現れるのかを、世界の構

造として捉えることができるようになります。 

５．祈りと量子もつれに見られる構造的な類似 

祈りが距離を越えて働くという経験は、多くの人が持っています。 

遠く離れた人のために祈るとき、その祈りは地上界の距離に制約されません。 

同様に、量子もつれでは、二つの粒子がどれほど離れていても、距離に依存し

ない相関が現れます。 

この類似は、祈りの働きと量子もつれが、ともに地上界の「横の関係」ではな

く、霊界を含む「縦の関係」を通して成立していることを、具体的に示していま

す。 

量子もつれの非局所性は、霊界の非局所性が物質世界に反映された一つの現れ
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として理解することができ、祈りという霊的作用がどのように地上界に影響を及

ぼすのかを考える上で、重要な手がかりとなります。 

６．情報の本質は物質ではなく「関係」にある 

量子世界が示している重要な点は、情報の本質が物質そのものではなく、「関

係」にあるということです。 

もつれた粒子は、物質的な接触を持たなくなった後も、関係の中に情報を保持

しています。 

霊的世界においても、同様の構造が見られます。祈りは言葉や物理的な媒体に

よって伝達されるのではなく、神と人、人と人との「縦の関係」によって成立し

ます。 

聖書が語る神と人との関係、人と人との関係は、単なる感情や連帯の問題にと

どまりません。「愛は、すべてを完全に結ぶ帯である」（コロサイ 3・14）とい

う言葉が示すように、関係そのものが世界の秩序と統合の原理として機能してい

ます。 

量子世界における「もつれ」もまた、過去に相互作用した粒子同士の「関係の

痕跡」が物理的現実として保存されていることを示しており、関係が物質を超え

た情報の担い手となるという構造を持っています。 

量子世界における関係的な情報構造は、祈りの働きを理解するための有効なモ

デルとなります。 

７．結─祈りは「縦の関係」であり、量子層はその境界として働く 

祈りとは、地上界から霊界へ、そして霊界から再び地上界へと働く「縦の関

係」です。 

その結果が地上界に現れるとき、私たちはそれを「横の関係」の中で経験しま

す。しかし、その根本は常に「縦の関係」にあります。 

この理解は、量子もつれが地上界の距離に依存せず、「縦の関係」によって成

立しているという見方と深く調和します。 

量子層は、霊界と地上界をつなぐ中間層として存在し、霊的な働きが物質世界

に反映されるための境界として機能しています。 

祈りが現実に力を持つのは、世界が霊界・量子層・地上界という三層で構成さ

れ、「縦の関係」と「横の関係」という二つの軸が働いているからです。 


